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小
学
校
入
学
児
童
に
防
犯
を
周
知
啓
発

す
る
た
め
、
４
月
３
日
、
市
役
所
で
、
代

表
の
児
童
３
人
に
、
防
犯
啓
発
標
語
「
い

か
の
お
す
し
」
が
掲
載
さ
れ
た
下
敷
き
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
松

山
東
・
西
・
南

地
区
防
犯
協
会

が
合
同
で
、
全

入
学
児
童
を
対

象
に
作
成
し
、

配
布
し
て
い
る

も
の
で
す
。

問
市
民
参
画

ま
ち
づ
く
り
課

☎
948
６
７
３

６
・

934
３
１

５
７

　
地
震
や
風
水
害
な
ど
の

災
害
で
市
内
の
下
水
道
施

設
に
緊
急
の
対
応
が
必
要

に
な
っ
た
場
合
に
、
汚
水

や
汚
泥
の
く
み
取
り
や
収

集
運
搬
を
す
る
た
め
、
３

　

１
０
０
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
ミ

シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
が
、「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ

イ
ド
広
島
２
０
１
３
特
別
版
」
の
更
新

に
合
わ
せ
、
国
内
16
エ
リ
ア
目
と
し
て

愛
媛
県
を
加
え
、
新
た
に
発
行
さ
れ
る

の
に
先
立
ち
、

４
月
10
日
、

道
後
温
泉
別

館
飛あ

す
か鳥

乃の

湯ゆ泉
で
出
版

記
念
セ
レ
モ

ニ
ー
が
開
催

さ
れ
ま
し

た
。日

本
ミ

シ
ュ
ラ
ン
タ

イ
ヤ
㈱
ミ

シ
ュ
ラ
ン
ガ

イ
ド
事
業
部

事
業
開
発
担

当
の
伊
東
孝

泰
部
長
は
、

「
ガ
イ
ド
を

４
月
16
日

～
松
山
の
魅
力
発
信
を
目
指
し
て
～

地
域
力
の
維
持
強
化
を
目
指
し
て

市
交
通
安
全
教
育
車
お
披
露
目

新
入
学
児
童
に

防
犯
下
敷
き
を
贈
呈

災
害
時
に
汚
水
の
く
み
取
り
な
ど

を
行
う
た
め
松
山
衛
生
事
業（
協
）

と
協
定
書
を
締
結

「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
広
島
・
愛
媛

２
０
１
８
特
別
版
」
出
版

２
０
１
８
年
度
松
山
マ
ド
ン
ナ
大
使
就
任

新
た
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
１
名
就
任

（写真右から）長曽我部 茜さん、青木   
祥子さん、冨士　菜々香さん

松山のぞみ幼稚園園児と教育車

出版記念イベントに出席した関係者

野志市長に抱負を語る山田さん

も
と
に
実
際
に
体
験
し
て
ど
う
感
じ
る

か
が
大
事
」と
話
し
、野
志
市
長
は「
こ

れ
か
ら
の
広
島
・
松
山
周
遊
ル
ー
ト
を

生
か
し
た
観
光
誘
客
に
つ
な
が
る
」
と

期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

■
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
に
つ
い
て

厳
選
し
た
飲
食
店
・
レ
ス
ト
ラ
ン
と

宿
泊
施
設
を
星
の
数
で
評
価
し
紹
介
す

る
書
籍
。

※
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
英
語
版
）http://
gm

hiroshim
a.gnavi.co.jp

で
公

開
中

■
評
価
を
受
け
た
飲
食
店
・
宿
泊
施
設

が
県
内
に
登
場

【
飲
食
店
】
二
つ
星
３
軒
（
全
て
松
山

市
）、
一
つ
星
10
軒
（
う
ち
松
山
市
７

軒
）、
そ
の
他
１
７
１
軒
（
う
ち
松
山

市
91
軒
）

【
宿
泊
施
設
】
最
高
評
価
２
軒
（
全
て

松
山
市
）
を
含
む
32
軒
（
う
ち
松
山
市

21
軒
）

問
観
光
・
国
際
交
流
課
☎
948
６
５
５

５
・

943
９
０
０
１

　
本
市
の
魅
力
や
特
産
品
を

全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
観

光
大
使
と
し
て
活
動
す
る

２
０
１
８
年
度
松
山
マ
ド
ン

ナ
大
使
の
長
曽
我
部
茜
さ

ん
、
青
木
祥
子
さ
ん
、
冨
士

菜
々
香
さ
ん
が
４
月
２
日
、

野
志
市
長
を
訪
問
し
ま
し

た
。松

山
マ
ド
ン
ナ
大
使
の
皆

■
抱
負

長
曽
我
部
さ
ん
「
大
好
き
な

地
元
松
山
の
魅
力
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
精
一

杯
務
め
た
い
で
す
」

青
木
さ
ん
「
世
界
中
の
人
に

松
山
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら

い
、
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い

き
た
い
で
す
」

冨
士
さ
ん
「
松
山
の
魅
力
を

最
大
限
に
発
信
し
、
た
く
さ

ん
の
人
に
良
さ
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
」

月
30
日
、
本
市
と
松
山
衛

生
事
業
協
同
組
合
が
「
災

害
時
の
下
水
道
施
設
の
く

み
取
り
等
に
関
す
る
協
定

書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
締
結
式
で
同
組
合
の
加

藤
正
之
代
表
理
事
は
、「
定

期
的
に
協
議
を
重
ね
、
災

害
時
へ
の
万
全
の
体
制
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
」
と
語
り
、
野
志
市
長

は
、「
平
成
22
年
度
に
環

境
部
と
、
今
回
、
下
水
道

部
と
締
結
い
た
だ
い
た
。

市
民
生
活
に
直
結
す
る
の

で
、
連
携
し
て
、
災
害
に

備
え
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。

問
下
水
道
政
策
課
☎
948

６
８
１
８
・

934
５
８
６

２

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
人
口
減

少
や
高
齢
化
が
進
む
地
域
で
、
地
域

外
の
人
材
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、

地
域
協
力
活
動
を
し
な
が
ら
、
定
住

や
定
着
を
促
し
、
地
域
力
を
維
持
、

強
化
す
る
制
度
で
す
。

　
本
市
で
は
平
成
28
年
８
月
か
ら
こ
の

制
度
を
採
用
し
、
現
在
、
忽
那
諸
島
と

五
明
地
区
で
隊
員
が
活
動
す
る
中
、
今

年
４
月
、
新
た
に
山
田
健
生
さ
ん
が
忽

那
諸
島
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
就
任

し
ま
し
た
。
今
後
、
地
域
の
魅
力
を
、

地
元
と
一
緒
に
な
っ
て
発
信
し
て
い
き

ま
す
。

　
山
田
さ
ん
は
「
将
来
、
忽
那
諸
島
で

ベ
ー
カ
リ
ー
カ
フ
ェ
を
開
業
し
た
い
。

ま
ず
は
、
地
域
の
こ
と
を
し
っ
か
り
学

び
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ

や
知
識
を
生
か
し
て
が
ん
ば
り
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

問
坂
の
上
の
雲
ま
ち
づ
く
り
チ
ー
ム

☎
948
６
８
１
６
・

934
１
８
２
１

さ
ん
が
抱
負
を
語
り
、
野
志

市
長
は
「
松
山
の
魅
力
を
高

め
る
仕
事
。
観
光
や
農
林
水

産
な
ど
Ｐ
Ｒ
を
一
緒
に
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
激
励
し

ま
し
た
。

問
（
公
財
）
松
山
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
☎
935
７
５

１
１
・

921
０
２
８
６

　
４
月
５
日
、
市
民
の
方
か
ら
の
寄
付
で
購

入
し
た
市
交
通
安
全
教
育
車
の
お
披
露
目
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

市
交
通
安
全
マ
ス
コ
ッ
ト
の
「
カ
バ
ッ

キ
ー
」
と
そ
の
彼
女
「
カ
バ
り
ん
」
を
ラ
ッ

ピ
ン
グ
し
た
教
育
車
は
、
歩
行
者
や
自
転
車

運
転
者
の
目
線
で
疑
似
体
験
が
で
き
る
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
な
ど
の
教
育
機
材
を
搭
載
し

て
い
ま
す
。
今
後
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

全
世
代
を
対
象
に
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
出
動
し
、
参

加
体
験
型
の
交
通
安

全
教
室
を
行
い
ま

す
。

問
都
市
・
交
通
計
画

課
☎
948
６
４
２
１
・

934
１
８
０
７

児童に下敷きの説明をする市防犯協会
会長野志市長

市交通安全教育車

協定書を締結した松山衛生事業（協）加藤代表理
事（右）と野志市長

http://gmhiroshima.gnavi.co.jp
http://gmhiroshima.gnavi.co.jp



